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       血糖調節や摂食調節といったエネルギー代謝調節は、中枢により制御される 

ことが明らかになりつつある。なかでも視床下部はエネルギー代謝調節の中心的な役割を

果たすことが示され、様々な神経がその調節に関与することが報告されている。 

 多元受容体標的化抗精神病薬であるオランザピンは、糖代謝異常を起こすことが    

知られている。これまでに我々は、オランザピンが視床下部において、エネルギー代謝に

関わるシグナル伝達分子として知られる5’AMP-activated protein kinase (AMPK) の活性化

を介して血糖値を上昇させることを明らかにしている。オランザピンが作用するドパミンD2

受容体やα1アドレナリン受容体の拮抗によってもAMPKの活性化や血糖上昇が認められる

ことから、中枢のドパミン神経やノルアドレナリン神経が血糖調節に重要な役割を果たすと

いえる。また、視床下部のAMPKの活性化は、交感神経の活性化を介して肝糖産生を亢進

させることから、中枢のドパミンなどのモノアミン神経系は、視床下部のAMPKの活性化を

介して肝糖産生を亢進させ、血糖を上昇させるものと考えられる。 

 一方、摂食調節に関しては、摂食抑制薬として用いられるマジンドールがドパミン神経を

活性化することから、中枢のドパミン神経が摂食調節に重要な役割を果たすことが    

考えられる。これまでに、中脳辺縁系ドパミン神経は食物の嗜好性に関与し、嗜好性の 

高い食物により中脳辺縁系ドパミン神経が活性化し、この活性化がさらなる摂食を    

ひき起こすことが示されている。一方で、視床下部にもドパミン受容体が存在することから、

視床下部のドパミン神経も摂食調節に重要な役割を果たす可能性が考えられる。我々は、

視床下部のドパミン神経に注目し、視床下部の中でも摂食中枢として知られる視床下部外

側野のドパミン神経が摂食行動を抑制的に制御することを明らかにしている。 

 以上のように、エネルギー代謝調節において中枢のドパミン神経は重要な役割を果たす

ことが明らかであり、ドパミン神経による調節機構の解明は、エネルギー代謝調節機構の

理解に新たな知見をもたらすと考える。 

連絡先： 群馬大学生体調節研究所・代謝シグナル解析分野 
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生体調節研究所 1階会議室  
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